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事業を振り返るにあたってのチャレンジ  -「語り」に着目して

冊子発行にあたって

　ご本人・ご家族の“思いの変化”や支援者をはじめとする社会とのゆるやかな“つながり”を支援

の大きな効果として着目し、ご本人・ご家族に対し、支援を振り返るインタビューを実施しました。

　インタビューでは、支援者と共にこれまでのプロセスをたどり、支援者との出会いのとき、信頼

関係が構築できるまでの不安や期待を感じていたとき、支援者と一緒に動き出したとき、そして現在

に至った思いなどを語っていただきました。

　その語られた思い（言葉）をまとめる過程で、次のような“気づき”を改めて得ることができました。

　この冊子は、ご本人・ご家族の語られた数多くの思いをまとめております。支援者の皆さまに

とって、これからの支援のあり方について考えていく機会の一つとなれば幸いです。

　何らかのサポートが必要でありながらも既存の制度のスキマにおかれている、あるいは社会的孤

立といった状態におかれている方々、いわゆる「ひきこもり」状態となっておられる方々の状況や背景

は実に様々です。本人自身の葛藤や逡巡に時間をかけて寄り添いつつサポートへの扉を開く作業

は、申請を中心とする福祉制度やサービス利用の組み立てとは質の異なるアプローチです。「地域

あんしん支援員」「よりそい支援員」等の市社協参加支援部で実施する事業の支援者は、物理的

あるいは心の扉をノックするところから始まり、一歩一歩信頼関係をつくっていくような、新たなアプ

ローチを中心とした専門的職員といえます。そこでは、アプローチの方法や方向性、インテークと

アセスメントから終結、フォローアップというプロセスの全てが試行錯誤の連続といえます。加えて、

様々な体験や経験を少しずつ積み重ねるためのプログラムや社会的受け皿は量・質ともに足りていま

せん。これらの内容が乏しいと、個の尊重がないがしろにされ既存の枠にはめなおしてしまうという

ことになりかねません。

　さて、今日、市社協参加支援部で実施する事業を進めるにあたって求められていることがいくつか

あると考えています。第一に「扉をノックするところから信頼関係を築いていく」という内容を共有す

るためにはどうすればいいかということです。これまでたくさんのつらく困難な状況に直面してきて

いる方々の現実は重く、一人ひとりと丁寧に向き合わないと信頼関係はできません。まずは信頼関

係を築いていく過程を明らかにし、共有する必要があります。第二に、「いつまで」、「どこまで」といっ

た関わりの方向性をどうすれば本人、家族、職員で共感することができるかという点です。事業の進

め方そのものの評価に関わる内容でもあります。第三に社会的孤立や「ひきこもり」といった状況の

方を生み出す社会構造の改善は進んでおらず、困難な状況を抱えた方は新たに生み出され続けて

います。これらの事業を通じて社会・地域へどう働きかけていくのかが問われています。

　今回この冊子の作成にあたっては、本人、家族の状況と「地域あんしん支援員」「よりそい支援員」

をはじめとする支援者のアプローチを、本人、家族へのインタビューによる「コトバ」に着目した「振り

返り」（「語り」）により把握しようと試みています。もちろん支援の受け手と支援者という関係性から

くる一定の限界があることは前提とした上で、扉をノックするところから共に歩んできたパートナーと

して、これまでの歩みを思い返し「コトバ」にする作業（「語り」）に取り組んでいます。インタビューの

結果からは、経験を共に積み重ねることの意味として、自分自身のこと、周囲の人のことの発見や再

確認の積み重ねの時間であったこと、言葉にしながら振り返ることそのものが本人のエンパワーメ

ントにつながっていることが伺えます。これらの点を見るならば、この冊子は事業評価の一つの方法

と内容を示しているのではないかと思います。また、今後、先ほどの三つの点を考える上での手掛か

りとなるのではないかとも考えています。ぜひ多くの方に一読いただき、ご意見を賜れば幸いです。

大谷大学　志藤  修史 教授 
（京都市社会福祉協議会参加支援員会委員長）

　支援者が、支援のプロセスに沿って、ご本人・ご家族が語る言葉で思いをしっかりと聴き受け
とめ、共に再確認することによって、ご本人・ご家族の達成感や自己肯定感を育むことにつなが
りました。また、それによって、支援者は、大いに力づけられました。

　事業につながったことで、支援者につながり、さらに地域とのつながりができたことが、ご本人・
ご家族の安心感や自信を生みました。このようなゆるやかな“つながり”が、心の大きな変化や
豊かさにつながっており、支援の大きな効果としてみることができました。

自らの言葉で思いを語り、振り返ることは、その人のエンパワーメントにつながる

支援の効果として、“思いの変化”や“つながり”に着目することが必要である

ひきこもりの状況にある人をはじめ、様々な課題を抱え社会的孤立となっている
人に対する支援において、“つながり”を築くプロセスは非常に大切な視点である
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【 実績 （令和5年度） 】

地域あんしん支援員設置事業　 （平成26年度開始）

　ひきこもり状態にある方、そのご家族を対象にひきこ
もりに関する相談を年齢問わず受け付けます。電話、
来所面談、訪問、メール、手紙など様々な方法で、本人・
家族の不安や困りごと、思いを受けとめ、ご相談に応じ
ています。

・ 本人・家族の思いやペースを大切にしながら、丁寧に
   寄り添い、一緒に考えます。
・ 家族からの相談には、本人の状態や課題を整理し、
   本人への接し方や適切な支援方法を一緒に考えます。
・ 相談内容に応じた情報提供や各区役所・支所保健
   福祉センターを中心とした支援機関との連携により、
   適切な支援につなぎます。

　ひきこもり状態にある方に対してマラソン走者の伴走
をするように、ご本人のペースを大切にした丁寧な支援
を心がけています。本人に合った方法（面談、家庭訪問、
同行支援（外出）、電話面談、手紙、メールなど）で支援
を行います。
　必要に応じ各区役所・支所保健福祉センター、医療機
関、就労支援機関など支援機関との連携も行っています。
　家族に対しては面談、電話等を通じひきこもり状態に
ある本人への思いをお伺いしています。
　本人への接し方、将来についてなど様々な相談に対応
し必要に応じ専門機関の紹介、同行支援なども行って
います。

チャレンジ就労体験事業　 （平成25年度開始）

チャレンジ就労体験を行うことで
● 社会参加の機会、他者とのつながりを感じてもらう
● 生活リズムを取り戻す
● 簡単なことから取り組み、成功体験を身に付ける
● 自信をつけて次に進むきっかけとする

● 体調等に不安があり、一歩を踏み出せない
● 就労から長期のブランクがあり、就労に対する自信がない
● 人と関わることやコミュニケーションに不安がある
● 生活リズムの乱れなどにより人との交流がないなど、
    社会的なつながりが少ない。

・ 支援ケース数 ： 134ケース（累計 335ケース）
・ 支援終結　    ： 27ケース（累計 232ケース）
・ 課題の改善    ： 66.5%

【 実績 （令和5年度） 】
・ チャレンジ就労体験事業    申込数：１２１名
                                                   体験数：98名
・ チャレンジ就労体験事業一日体験 ： 
                                                   延べ62名（実人員23名）

京都市社会福祉協議会 参加支援部の事業について
京都市社会福祉協議会参加支援部では、京都市より4つの事業を受託し、

生きづらさを抱えた方、社会的孤立の状況にある方など、様々な課題を抱えた

本人・家族の思いに寄り添った支援に取り組んでいます。

お電話や面談等で
思いを受けとめ一緒に考えます

本  人

家  族

関係機関

地  域

「よりそい・つなぐ」
相談窓口

（京都市ひきこもり相談窓口）
支援調整会議

本人・家族の目標に向かって、
本人・家族の思いやペース
を大切にして、伴走型支援
を行います

何から始めるのが良いのか、
誰がサポートするのかを話し合います

京都市ひきこもり地域支援センター
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本人・家族以外の
本人に関わる方々も
ご相談ください

区役所・支所
保健福祉センター

よりそい
支援員

相談機関
支援機関・団体
地域・居場所 など

よりそい支援員「よりそい・つなぐ」相談窓口

【 実績 （令和5年度） 】
・新規相談ケース数 ： 369ケース
・相談対応ケース数 ： 439ケース
・相談対応件数        ：  2，595件

【 実績 （令和5年度） 】
・支援ケース数 ： 83ケース
  （うち新規22ケース、終結10ケース）
・支援回数 ： 5,656件

「よりそい・つなぐ」相談窓口業務 （京都市ひきこもり相談窓口）

よりそい支援員設置事業  （令和2年9月開始）

　いわゆる社会的孤立等の状態にあり、福祉的な支援が必要でありながら既存の制度や地域だけでは対応が困難
な方を支援する 「地域あんしん支援員設置事業」 を平成26年度から実施しています。
　地域あんしん支援員は本人の思い等を丁寧に受けとめ、地域で安心して暮らすことができるよう寄り添った支援を
行います。また、行政等の関係機関や地域との連携のもと、本人と地域とのゆるやかなつながりを取り戻しつつ、
福祉的な支援に結びつけられるよう働きかけています。
　支援ではご自宅への訪問や電話でのやり取り、手紙投函等を通して本人へ関わり続け、信頼関係の構築や生活で
の困りごとや悩み等の解決につなげています。

　ひきこもりに関する相談に対応する 「よりそい・つなぐ相談窓口業務」 、ひきこもり状態にある方に伴走型支援を
行う 「よりそい支援員設置事業」 を令和2年9月から実施しています。
　「よりそい・つなぐ」相談窓口では、ご本人やご家族、関係機関、地域等からのご相談を丁寧にお聴きし、必要な支
援につながるよう、区役所・支所保健福祉センターをはじめとする各機関と連携します。
　区役所・支所保健福祉センターで開催する支援調整会議において、支援方針が決定されたケースのうち伴走型支
援が必要なケースについて、よりそい支援員が支援を行っています。

　すぐに就労することが困難な生活困窮者の自立を支援する 「チャレンジ就労体験事業」 を平成25年度から実施
しています。
　本事業は、生活困窮者自立支援制度における就労準備支援事業に位置付けられており、直ちに一般就労が困難
な方に対して、就労体験の機会を提供することにより、就労による自立や社会生活の自立に向けたステップアップを
図ることを目的として実施している事業です。
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本冊子の構成について

　本人・家族へのインタビューは、本会の4つの事業のいずれかを利用していて、支援者がインタビューの可能な方２２名
に協力を得て実施しました（実施期間：令和6年1月から3月まで）。

　インタビュー方法は、インタビューシート（図表１）に沿って、支援のプロセスで、本人・家族が支援をどのように感じ、
思いが変化しているかについてストーリー（図表２）になるように聴き取りました。「①支援とつながった頃」「②ターニ
ングポイントの頃」「③現在」と、支援のプロセスごとの思いを振り返り、また、「④インタビューを受けた感想」につい
ても聴き取りしています。

　インタビューにあたっては、通常の支援の中で実施したほか、改めて機会を設けたり、何回かに分けて実施したり、
本人・家族にとって語りやすい場面設定を行いました。また、インタビューの聴き手は、支援担当者が行う、担当者
以外の支援者と一緒に聴くなど、本人・家族の状況に応じて工夫し、実施しています。

　インタビューでは、本人・家族のとてもたくさんの思いを聴くことができました。インタビューを通じて本人・家族とこれ
までのプロセスを振り返り、支援を契機とした本人・家族の新たなつながりや広がりが、目には見えない思いの変化、
生活の豊かさへとつながっていることを改めて実感しました。４事業ともに本人・家族に寄り添った支援を重視しています
が、事業ごとに対象者の状況や課題、支援内容も異なります。今回、事業で異なる支援展開にはとらわれず、支援のプロ
セスで振り返った本人・家族の思いの変化に着目し、本人・家族が語られた言葉を大切にして、この冊子にまとめました。

１　インタビュー実施と集約
インタビューにおいて本人・家族の語られた多くの思いにふれていただくため、
できるだけそのままの言葉で表し、以下の3つの方法で掲載しています。

　同意の得られた5事例を紹介しています。関わる事業は事例ごとに異なりますが、本人・家族の思い（言葉）の変化をベースに

まとめています。また、家族支援から本人支援へ移行したケース（事例4）の家族にもインタビューを実施しています。

２　本冊子の構成と読み方

（図表１）インタビューシート

（図表２）本人・家族の思いの変化

現在の思い支援とつながった頃
の思い

インタビューを受けた
感  想

ターニングポイントの
頃の思い

1 3 42
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1 支援とつながった頃 2 ターニングポイントの頃
（変化のきっかけ、後押ししたもの、思いの変化）

3 現 在

・支援とつながった頃の状態

・支援とつながったきっかけ

・支援者とつながった頃の思い

  自身に対して・支援者に対して

・出来事
・変化をどう感じたか（その頃の思い）
・変化のきっかけ、後押ししたもの
（本人が感じているターニングポイントは）
・思いの変化

・どのような出来事・変化があったか

・支援者から見たターニングポイントと、
  そのきっかけ
・本人の思いの変化

・現在の状態

支援についての
要望・提案

インタビューを終えた感想
（支援者）

インタビューを受けた感想
（本人・家族）

・現在の思い

・今後について

出来事･
変化

支援者の
印象

本人
（家族）
の思い

インタビュー
を終えて

（１） 「インタビュー事例 1～5 」

　事例としてご紹介できなかった17ケース一人ひとりが、支援のプロセスごとに抱いていた思いの変化をインタビューシート

から抽出し、その一部をご紹介しています。

　個人ごとに見た支援プロセスでの思いを表す本人・家族の言葉は、決して一言にまとめられるものではありませんが、思いの

変化を表す印象的なワードに限定し、その言葉を掲載しています。

（２） 個人ごとに見た支援のプロセスでの「本人・家族の思いの変化」

　本人・家族が語られた言葉は、例え同じ言葉であったとしても、対象者それぞれの数だけ思いは異なります。今回のインタ

ビューを機に、はじめて言葉として表現された思いも多くあり、インタビューを通して支援者と本人・家族が一緒に振り返り

ながら、それぞれのプロセスごとの本人・家族の思いを共に再確認できる機会となりました。

　今回のまとめにあたり、前項で個人ごとに取り上げた言葉以外の思いもできるだけ取り上げたいと、各事業の支援者たちで

集まり、インタビューシートに書き留めた本人・家族の言葉を付箋にすべて書き写し、グルーピングしていく作業を行いました。

　インタビューで話されたありのままの語りをそのまま掲載することは難しくはありますが、多くの言葉をお伝えするため、

マップ化し掲載しています。

（３） 支援のプロセスごとの 「本人・家族の思いマップ 1～４」

P.7～18

P.19～20

P.21～28

本人・家族の言葉

ページの読み方

支援プロセスごとの本人・家族の思いを集約し、マッピングしています

本人・家族の語った言葉（思い）は吹き出しになっています
*
*

ページの読み方

個人ごとに見た、支援プロセスごとでの思いの変化*

現在の思い支援とつながった
頃の思い

インタビューを
受けた感想

ターニングポイントの
頃の思い
思いの変化

思 い の 変 化

30代
本人
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インタビュー

事   例

1
80代母親と同居。本人に身体障害、母親に身体・認知機能低下などの体調変化があること
で室内の荷物が増え、洗濯や入浴ができないなど、日常生活に支障が出る。また、2人が
以前より参加していた介護予防の地域活動への参加機会が減り、親交があった近隣住民や
地域包括支援センターが心配し、同センターより本人へ2人が参加しやすい地域の居場所
を案内したことで、地域あんしん支援員につながる。

● 室内の整理を行うことで、健康を維持でき
   快適に過ごせるようにする。
● 地域の居場所などを利用し、人とのつながり
   を築き、世帯の孤立を防ぐ。

50代男性　地域包括支援センターからの相談があり支援を開始
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た
事
例 

（
地
域
あ
ん
し
ん
支
援
員
）

支援のポイント・支援者の思い

月２～3回本人宅を訪問し、本人、母親と定期的
に室内の整理を行う。また、本人が日頃の生活に
楽しみを感じられるよう、居場所や地域行事な
どへの参加を働きかけ、利用につながる。

●  本人の困りごとについて一緒に考え、悩むことで本人にとって安心できる関係機関、関係者になることができた。
●  課題解決を働きかけるだけでなく、本人が日常生活の中で楽しみなどを感じられることを実現することで、本人と地域を
    つなげるきっかけとなった。
● 地域あんしん支援員による支援は本人の生活に直結することが多く、些細な関わりの積み重ねが大切であると実感した。支援について思うこと（本人）

●  自分のように生きづらさを感じている人へ寄り添ってくれる、地域あんしん支援員が今後も活躍できるよう、
    事業を存続してもらいたい。

支援経過

主
な
出
来
事

本
人
の
思
い

地
域
あ
ん
し
ん
支
援
員

の
思
い

居場所の利用 母親の体調の変化 室内の整理開始 本人が居場所の運営を担う 母親との別居・単身生活開始

地域包括支援センター
の案内で、地域の居場所
に参加。

身体機能や認知機能
の低下で掃除が困難に
なり、室内の荷物が多
くなる。

本人宅の水道管工事に
伴い、室内の整理が必要
になる。

本人が参加している居場所
にて、他の参加者の相談相手
などを担う。

健康状態の変化により母親が施設入所。

50年近くにわたり一緒に生活していた
母親と別れて生活することになる。

母親の体調や
室内の状況が心配 室内を整理した達成感がある！ 今後の生活に

ついて考えたい
活躍できる場を見出せ、
生きがいを感じる！ 今後の生活をどうしよう．．．

本人、母親の相談を
受けとめるためには 室内の整理が大変 本人の新たな

生活に寄り添う
本人とともに人生設計を考える本人が活躍できる場はないか

母親が健康に生活し続けられるのか気になる。

地域あんしん支援員と一緒に室内の整
理を続けることで、理想とする生活環境
に少しずつ近づくことができ、達成感を
抱くことができた。

整理について一緒に考えてくれる支援
者の人たちがいることが心強い。

本人、母親が理想とする室内の状態を
確認し、どのように整理するか話し合い
たい。

本人だけでは室内の整理が困難ではな
いのか。

母親と別居したことで生活環境が大きく変わり、
今後の生活について心配がある。

地域あんしん支援員の関わりがあったことで心配事が少
なくなり、自分自身ができること・できないことを考えら
れ、日常生活を維持することができた。

本人が母親と別れて生活することで、今後の生活
について困惑しているのではないか。

本人への寄り添いを継続することで、抱いている
希望を把握し、本人ができることを一緒に考えたい。

地域あんしん支援員は家族のような存在で、心の支えになった。

室内の荷物が多くなってきているため、火事
や地震が起きた場合、避難できるのか心配。

誰に相談すればよいかわからない。相談して
も大丈夫なのか。

これまで居場所などで多くの人に支え
られ、助けられた分、今度は自分が他の
人の役に立ちたい。

居場所で自分ができることを行う
ことで、「誰かの力になっている」と
生きがいを感じる。

本人が生きがいを感じられる場があること
で、日々 の楽しみを生み出してもらいたい。

「親しみやすい人柄」という本人の強みを発
揮できるよう、本人が参加している居場所
で運営などを担ってもらうのはどうか。

本人、母親にとって居場所が気軽に悩み
や困りごとを相談できる、安心して過ご
せる場所にすることはできないか。

相談を通して本人、母親が抱いている
悩みを聴き取り、解決策を一緒に考えて
いきたい。

地域あんしん支援員によ
る関わりが終わることを
想定し、部屋の整理を終
えるなど、自分がすべきこ
とを考えていきたい。

室内の整理など、本人が
望んでいる今後の生活
や取り組みたいことを聴
き取り、実現できるように
働きかけたい。

支援開始前 支援開始 1   年 2   年 3   年 4   年 5 年 6  年 現在（7年）

本人が地域の居場所などで運営を担う

地域包括支援センターによる世帯への働きかけ

地域あんしん支援員による世帯への働きかけ

支援方針
事例 概 要

インタビュー後の感想（本人）

●  これまでの自分自身の生活を振り返る機会がなかったため、インタビューは良い機会であると感じた。
●  生活を振り返ると自分が思う以上に室内の整理など、課題解決に向けて前向きに取り組めたと思う。
●  支援者の人たちとの関わりを通して物事の考え方や視野を広げられ、悩むことが少なくなり気持ちが楽になった。
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本
人
の
思
い

インタビュー

事   例

2
4年前に不規則勤務などで体調を崩し離職した後、脳梗塞発症。脳梗塞の後遺症により発語
にやや支障があり、人とのコミュニケーションに不安がある状況となる。精神的にもショック
が大きく就労への自信を失っていた。人と話すことの練習がしたい、自信を付けたいとの思い
もあり、CCとも相談を行いチャレンジ就労体験事業への申請となる。

● 自己肯定感の獲得

● 対人交流、機会の創出

● 就労意欲の喚起

50代男性　生活福祉課ケースワーカー（CW）・
キャリアカウンセラー（CC）からの相談があり支援を開始

体
験
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

就
労
へ
つ
な
が
っ
た
事
例  

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
就
労
体
験
事
業
）

支援のポイント

週1回1時間から体験を開始。月1回の面
談で振り返りを行いながら体験時間を増
やす相談を行う。体験から5ヶ月目に週2日
4時間まで体験時間を増やし、その後
上限である9ヶ月間の体験を終了。体験で
の経験を活かして就職活動を行う。

離職期間が長くなり、生
活リズムが不規則になっ
ていた。人との関わりに不
安があり、コミュニケー
ションに自信が持てなく
なっていた。

● 体験での面談を通じて、本人の強みを再確認し、自信を持てるような振り返りを積極的に行った。
● 体験先職員の声かけも大きな自信となっており、体験先と連絡調整を行い、現状の確認や今後の方針について共有を行った。
● 体験後の方向性について、本人の思いを聴き取り、担当CW、体験先職員と相談し、CCを利用した就職活動の継続、
   ボランティアとしての継続的な関わりについて調整を行った。インタビューを終えた感想（支援者）

●  体験先からも必要とされており、本人の居場所として継続して関わりがあることが大変良かった。

支援経過

主
な
出
来
事

支
援
の
ポ
イ
ン
ト・変
化

病気により
体力・気力が弱まっていた

体験が楽しい！何で自分ばっかり。。

本人の変化

支援開始前 支援開始 3ヶ月 9ヶ月 現   在

生活保護・CC支援

チャレンジ就労体験事業・開始 体験先でのボランティア活動・開始

就職活動・開始 就職決定

支援方針生活の課題
事例 概 要

インタビュー後の感想（本人）

●  振り返りをすることで、チャレンジ体験をして本当に良かったと思えた。
●  自分の体験について、是非他の人にも伝えてもらいたい。
●  体験があったことで、就職活動への自信にもつながった。         ●  今後もボランティアを続けていきたい。

脳梗塞を発症後、後遺症により発語に
やや支障があり、人とのコミュニケーショ
ンに不安がある状況。精神的にもショック
が大きく、就労への自信を失っていた。

体験開始後、
1ヶ月1回の定期面談

自然体で子ども達と関わることができ、不安に思っていた
発語の課題も、一緒に話したり遊んだりするうちに気にな
らなくなった。無遅刻無欠席で、体験先からも好印象。
5ヶ月後には、体験時間も延ばし、週2日の体験とする。

ボランティアとして、
継続した活躍！

本人より、就活を行いながら、ボランティアとして児童館
にも関わりたいとの思いを聴くことができた。児童館から
も来てもらえると助かるとの返答があり、体験後もボラン
ティアとして継続した関わりを行っていくことになる。

CCとの就職活動開始
⇒短時間就労決定！

就職活動を行い、
清掃の短時間就労が決まる。

体験期間の
9ヶ月を終了

体験先、担当CWと一緒に振り返り。体験を通して、生活リズ
ムの改善とコミュニケーションへの不安感が軽減されたとのこ
と。短時間の就労であればできるかなとの思いも持つことがで
き、今後CCを通して就活を行っていくことになる。

人と関わる体験がしたい！

人と話すことの練習がしたい、自信を付
けたいとの思いもあり、CCとも相談を行
いチャレンジ就労体験事業への申請。
見学を行い、児童館での体験が決定。
週1回1時間から体験を開始。

表情も明るくなり、コミュニケーション
にも自信が付いてきた様子がわかる。
自分から話題になるニュースを探した
り、児童と遊べるように昔遊びを調べた
りと、積極的に体験に向かうようになっ
てきた。

今後も関わりたい！ 振り返ってみて

脳梗塞からうまく話せない、大きな声で
話せないところに、さらに目の病気がわか
り「自分ばかりこんな病気になって三重苦
だ」と落ち込んだ。あまりお風呂に入らず
髭もそらないズボラな生活だった。

児童館では、一緒に遊んでくれたらい
いという感じだったので楽な気持ちで
すんなり入れた。面談でも、みんなが
褒めてくれるので、自信が付いて頑張
れた。

チャレンジ体験があったから明るくなれたと思う。
体験をやって本当に良かった。子どもとの関わりがお
もしろい。仕事では話すことが少ないが、ここで話せ
てちょうどいい。今後も今の感じで続けたい。
頑張りたい。

ボランティアでも良いのでこのまま
関わりを続けたい。
児童と関わることが楽しい。
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本
人
の
思
い

インタビュー

事   例

3
高齢の父との二人世帯。大学在学中に体調が悪化し休学。通学再開と休学を繰り返したが、
体が動かなくなり、退学。以後30年間自宅中心の生活となる。
体調が安定したため外に出て人とつながりたいが一人ではどうしていいかわからないと本人
から、よりそい・つなぐ相談窓口に連絡があり相談につながる。その後、継続した伴走支援を
希望し、よりそい支援員が関わる。

体調が安定し、身体が動くようにな
り、前向きに人とつながりたいが、
一人では不安でどうしていいかわか
らない。勇

気
を
出
し
て
相
談
し
た
ら
社
会
参
加
へ
の
扉
が

開
い
た
事
例
（
よ
り
そ
い
・
つ
な
ぐ
相
談
窓
口
、
よ
り
そ
い
支
援
員 

）

支援のポイント・支援者の思い

よりそい・つなぐ相談窓口で6ヶ月面談を重ねたのち、
よりそい支援員につながる。面談で思いをじっくり聴い
たり、安心して社会参加ができるよう、当事者交流会や
地域サロン、就労体験などへの同行支援を行っている。

● まずは本人にじっくり寄り添うことで、安心して支援員と一緒にいられる関係を作った。
   そして、支援員とともに、当事者、地域へと段階的に関わりを広げていった。
● 本人の強みであるピアノを生かして、人・地域との関わりを持てるようにした。
● “地獄のような30年間”を経て社会とつながりだした本人と、“楽しい”気持ちを一緒に味わいながら日々過ごしている。

支援について思うこと（本人）

支援員はなくてはならない存在。他人なのにこんなに親身になってくれるのかと思う。一人でも色々できるように
なりたいけど、一緒にいると安心するので、一緒に色々やってほしい。

支援経過

主
な
出
来
事

よ
り
そ
い
・
つ
な
ぐ
相
談
窓
口
、

よ
り
そ
い
支
援
員
の
思
い

自宅中心の30年 ひきこもり相談開始 よりそい支援開始

体調が安定せずほぼ
寝たきりの生活。
家族以外の関わりは
なかった。

身体が動くようになり、
思い切ってよりそい･
つなぐ相談窓口に電話
をする。

人と関われる活動に
よりそい支援員と
一緒に参加を始める。

当事者交流会参加

同じ経験をしてきた
仲間との時間を共有
する。

地域サロン参加

得意のピアノの演奏を通じ
て参加者と交流する。

就労体験開始

単発の就労体験に参加。働くことについても考え始めている。

地獄のような
30年だった

勇気を出して
電話をする

安心して相談できる
場所ができる

人とつながることで
生きる喜びを感じる ステップアップで自信をつける 自分の人生を生き始める

思いに「よりそい」
先へと「つなぐ」 段階的な社会参加を “楽しい”を一緒に

味わいながら社会参加の選択肢を増やす居場所・出番・役割を意識して

心が元気になり、エネルギーが外に向くように
なった。外に出ることで、現実的にものを考えた
り、人を理解することができるようになってきた。

心にあること、本音、言いたいことを口に出
せるようになった。相談の場は、聴いてくれ
る、受け入れてくれる場所。

今回の相談は、自分
の意思で、自分で行
動をとれた第一歩。

やっと親以外の人に
助けてと言えるよう
になった。

支援員だけの関わりから、段階的に、
当事者、地域へと広がりが出るように。

参加にあたり不安な気持ちに寄り添う。
「やってみよう」と気持ちを切り替えて、
楽しめるようになってきた。

仕事をしていないことに引け目を感じ
たり、気持ちが萎えたりモヤモヤする。

就労体験の積み重ねが自信になってい
る。継続してもっといろんな体験をして
みたい。

地獄みたいな30年だったから今は何を
してても新鮮で楽しい。楽しいことを
やっていきたい。

支援員がいない場にも一人で参加できる
ようになりたい。今も外出にストレスを感
じるが、“プラスのストレス”と捉えて外に
出たい。

就労を含め、いろんな社会参加の在り方を
一緒に考えていきたい。

“そういう場に参加できた”という
安堵感がある。でも、支援員が一
緒にいて、はじめて安心する。

家の中で過ごしているときは生きている実
感が薄かったが、今は、人っていいな、人と
関わることで生きてるって感じがしている。

ただほっこりできる場所、少し出番・役割を
持って参加できる場所…
本人が望むものを選択していけるように色々
と情報提供。

本人のピアノに合わせて他の参加者さんが
ウクレレを弾いたり、歌ったり♪ 
自然に周りを巻き込む力…すごい！

すぐにでも外に出て人と関わり、つなが
りたい思いを持つようになった。一方で、
不安もあったため、まずは面談でじっく
り丁寧に思いを聴いていった。

“楽しい”につながる社会参加を
一緒に探していきたい。

今後の生活について思いを丁寧
に聴きながら、実現に向けて一緒
に歩んでいきたい。

支援開始前 支援開始 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 現在（ 1年）

よりそい支援員による支援よりそい・つなぐ相談窓口での相談

当事者交流会・地域サロン      に参加

チャレンジ就労体験事業を利用

本人の思い
事例 概 要

インタビューを受けた感想（本人）

こんなに楽しいおしゃべりをさせてもらって、何でも受けとめてもらって…勇気を出して相談に来て良かったって
思う。扉が開いて、世界が広がった。家の人ではできないことだと思った。支えられていると実感した。

病気したり、心を病ん
だり、一人で孤立して
て、人間になりきれて
ない感じがあった。

50代女性　本人がよりそい・つなぐ相談窓口に相談し支援を開始
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インタビュー

事   例

4
両親と兄の4人家族。高校卒業後、会社員として働くも1年で退職。再就職への不安から求職
活動は行わず。自宅でゲームやYouTube動画を1日10時間以上見るなど昼夜逆転の生活を送る。
外出は2ヶ月に1回、お菓子やガチャガチャを買いに行く程度。家族以外の交流がなく、
ひきこもり状態が5年近くになり心配した母がよりそい･つなぐ相談窓口に来所。
その後、本人が1人で来所面談に来るようになり、よりそい支援員につながった。

● 色々な人たちと話をする時にもっと
   はっきりと声を出せるようになりたい。
● 人に喜んでもらえることがしたい。
● 仕事をして自分の欲しい物を気兼ねする
   ことなく買いたい。

20代男性　母がよりそい･つなぐ相談窓口に相談後、
本人が１人で来所するようになり支援を開始

様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
自
信
が
つ
き

就
労
へ
の
意
欲
が
生
ま
れ
た
事
例
（
よ
り
そ
い
支
援
員
）

支援のポイント・支援者の思い

月2回、本人との面談実施。居場所、市・区社協の
イベントに同行し活動の場を広げていった。
チャレンジ就労体験などを経て、就労への意欲が
生まれアルバイトを開始。

● 本人がたくさんの人と出会い、自分の好きな事について話す楽しさ、興味を持って聞いてもらえる嬉しさを実感することが
   できた。人との交流、チャレンジ就労体験において自分で課題を設け改善できるよう、コツコツと努力を続けている。
● インタビューではこれまでの支援について本人と一緒に振り返り、支援開始当時の思いや気持ちの変化などを聴き、
   はじめて聴く話も多く驚いた。退職後、5年間のひきこもり状態で自信を失っていたが、時間をかけ様々な経験を重ねる
   ことで自分の力で自信を回復してきたように思う。

支援について思うこと（本人）

●  帽子やフードを被って周りの視線を遮ってでも外に出る理由を探すのが大事。
    そうじゃないと気分が沈んだままになってしまう。私にできることがあったらご相談ください。

支援経過

主
な
出
来
事

本
人
の
思
い

よ
り
そ
い
支
援
員

の
思
い

面談/同行支援 居場所への参加 チャレンジ
就労体験

市社協イベントにて
ガチャガチャ作品を

展  示外出のきっかけ
づくり

・居場所ではゲームを参 
  加者と一緒に楽しむ。
・市/区社協のイベントに
  も積極的に参加する。

支援終結 正社員として勤務

アルバイト期間中に次の
ステップとして正社員の
仕事を探し採用される。
ピアサポーターとして活躍。

アルバイト開始

寺院での清掃アルバイト
（1日8時間・週3回）
一定の月収を得る。

銭湯清掃
（1日2時間・週３回）

キャリアカウンセラー
相  談

アルバイトの希望があり
就労支援を受ける。

寄り道も
楽しみ

人と交流する楽しみ
（居場所） 達成感 不  安

外出頻度を増やす 自信の回復を確認 役    割強い意思と決断

汚れが取れツルツル
になるのがわかり
達成感を感じた。

奨励金で欲しい物を
自由に買えるのが
嬉しい。

準備が大変だったが
やって良かった。

見に来てくれた人に
も楽しんでもらえた
と思う。

元の生活に戻ってしまうん
じゃないか不安だった。

今までも後回しにしてやら
なかったことがある。やる
なら早めにやっておかない
といけないと思った。

仕事の喜び

朝が早い仕事だったので
遅刻しないよう寝る時間
には気をつけていた。

自信の回復

また、ひきこもり状態に
戻ってしまうんじゃないか
という不安もあるけど、
たぶん大丈夫だと思う。

ピアサポーター

ゲームの話が一緒にで
きて楽しい。

チャレンジ就労体験終了から
わずか1ヶ月でアルバイトを開始。

チャレンジ就労体験など
自分の経験をアドバイス
するなど頼もしい姿を見
ることができた。

アルバイトを始め生活リズ
ムが整う。再就職への不安
が減り、次のステップに向
けた希望を聴く。

面談だけでなく外出
同行することで歩き
ながら自然と会話す
ることができる。

仲   間

ゲームなど好きなこと
を共有できる仲間が
いれば活動範囲も広
がるのではと考える。

期待と心配

体験参加を決められ嬉
しかったが、昼夜逆転が
あり朝からの体験に参
加できるか心配だった。

おもてなし

たくさんの生き物のガチャ
ガチャを展示、オリジナルの
資料を作るなど“おもてなし
力”が高いことがわかった。

支援開始 1年4ヶ月7ヶ月 2 年 2年2ヶ月 2年5ヶ月 3年4ヶ月 現在（3年9ヶ月）

よりそい支援員による本人への働きかけ

就 労

居場所への参加

市・区社協イベント（こころつながるプロジェクト）/ ボランティア / 本人交流会 /              ピアサポーター活動への参加など

チャレンジ就労体験事業 利用

キャリアカウンセラーによる就労相談

本人の思い
事例 概 要

インタビューを受けた感想（本人）

●  改めて振り返ると色々な種類、たくさんの事をやってきたんだと思った。
●  外出同行（神社でのお花見など）も出かける良いきっかけになったと思う。

面談後にガチャガチャ
を探しにいくのも目的
になった。

外出同行は支援員か
ら「行こう」と誘われ
なかったら行かな
かったと思う。

兄以外の人とゲームをするの
は中学以来。

居場所は部活のたまり場みたい
で楽しい。空気感が心地良い。

いろんなイベントに
参加できて面白かった。

誰かの役に立つのであれ
ば協力したい。以前から欲しかった

ゲーム機を買うことができ
て嬉しい。

自己実現
（市社協イベント）
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インタビュー

事   例

家  族
4

本人を支える家族の思い 
ー家族相談から本人支援につながってー（よりそい支援員）
前頁のインタビュー事例４では、支援終結にあたり本人インタビューを実施し、

これまでの支援を振り返りながら当時の思いなど、本人の言葉として聴くことができました。

ここでは、本人が支援につながるきっかけとなった母に対し、

はじめて相談とつながった頃の思い、支援についての不安、

本人への思いなどについて、ご家族としての思いをお聴きしました。

いつまで続くか不安。
本人には聞くこともできなかった相談当初

居場所への
参加

支援員

母

支援員

母

支援員

母

家では見たことのない一面を知る

面談の様子など、どんな状況か知りたかったんですが、本人に直接、聞くことができませんで
した。自分から話してくれる気になるまで待ってみようと。

居場所に行く際の交通費がかかるので、一度お母さんに相談して欲しいとお願いしました。
定期的に居場所に行かれているのはご存知でしたか？

どこに行っているかまでは知りませんでしたが、靴の脱ぎ方で出かけているのは気づいて

いました。まさか電車に乗って遠いところまで行っているとは知りませんでした。

一緒に居場所の見学に行きましたが、見学された感想はいかがでしたか？

居場所での様子が少しわかって安心しました。

居場所の担当の方から本人がアイデアを出して計画を立てたり、ボードゲームではリー

ダーシップがあると聞いて、とても驚きました。

家では見たことのない一面や生き生きとした姿をたくさん見ることができました。

母

支援員

母

支援員

母

好きなことに対し真摯に取り組む姿を見て驚く

展示の打ち合わせや準備に何回も来てもらい、オリジナルの説明資料も作ってくださ
いました。当日、お母さんにも見学に来ていただきましたが感想はいかがでしたか？

私が知らない本人がいるなと思いました。
私にはできないことをしているんだなと改めて驚きました。

あんな細かい説明資料をいつ家で作っていたのか本当に不思議でした。

好きなことが仕事にも生かせたらいいなと思いました。

市社協
イベント

アルバイトから
正規雇用へ

支援員

母

嬉しい気持ちと心配

アルバイトを始められた時のお気持ちはいかがでしたか？ 

朝早いと聞いただけで大変なのに、それを行ってみようと思ったのがすごいなと。

1年3ヶ月もアルバイトを続けられましたね。

頑張っているなぁって。

朝が早いので起きられるか心配でしたが、ちゃんと起きて行っていたのはすごいと思います。

就職活動をして正規雇用で採用が決まったと聞かれた時のお気持ちはいかがでしたか？

嬉しい気持ちはありますが、少し仕事が続くまでは心配です。
親のエゴかもしれないですが本人が起きる前に起きてちゃんと仕事に行くかは確認しています。

支援員

母

支援員

母

支援員

母

現在の思い 最終的には本人が決めること、と思えるように

色々な活動に参加させてもらって、本人がたくさんの事をできるんだということ
をはじめて知りました。本人と一緒に長い間、寄り添ってもらい本当に助かりました。
ご心配だったと思いますが、お母さんがご本人の事を信じて焦らず見守って下さったこと
がご本人が安心して行動できる自信につながったように思います。

ずっとこのままでいいのかと悩んだこともありましたが、最終的には自分で決めることな

のかなと思いました。

母

支援員

母

※市社協イベント：「kyotoこころつながるプロジェクト・ワークショップ　“ガチャの世界”」を展示

区社協での花の苗植え kyotoこころつながるプロジェクト
ワークショップ　“ガチャの世界”展示準備

はじめて相談に来られた時のお気持ちはいかがでしたか？ 

いつの間にか会社を辞めてしまって、何があったのかも聞けませんでした。
時々、出かけていたので“ひきこもり”とは思っていませんでしたが、どうしたらいいのかな？と

思って相談しました。

ひきこもりの相談に来られたきっかけは？

家にいるようになって5年ぐらい経った時に、テレビのニュースで相談できる所があると

知って連絡しました。

ご本人がひきこもっておられた時のお気持ちはいかがでしたか？

いつまで続くか不安でしたが、本人に「どうするの？」と聞くこともできませんでした。
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インタビュー

事   例

5
相談者は60代の母。両親は2年間ひきこもり状態にある20代の子ども（本人）と同居。
本人は大学卒業後、体調を崩して数年で退職。一時は寝たきりになるほど体調が悪化した後、
ひきこもり状態となった。体調の安定後にようやく就労相談につながったが状況は変わらず、
次第に家族関係が悪化していった。

少し改善してきている状況でも、本人はまだ
就職には踏み出せない様子。しんどさを家族
にあまり話さないため、どのように関わればよ
いか。

60代母　20代子ども（本人・男性）の相談　家族教室に参加後、
よりそい･つなぐ相談窓口につながり支援を開始

家
族
支
援
の
中
で
、家
族
全
員
の
自
信
の
回
復
に

つ
な
が
っ
た
事
例
（
よ
り
そ
い
・
つ
な
ぐ
相
談
窓
口
、
よ
り
そ
い
支
援
員 

）
支援のポイント・支援者の思い

相談者（母）が月1回よりそい･つなぐ相談窓口で面
談を行う。本人も誘うが断られ、来所には至らず。
母としての不安や、家族の意見を整理して、関わり
方を一緒に考えるうちに、本人にも気持ちのゆとり
が生まれてきた。

●まずは、相談者自身がありのままの自分を認めて自己肯定感を高められるよう、思いを話し合った。
●家族教室での学びや気づいたこと、相談者がやってみたいことについて時間をかけて話し合った
●自分の思いを話すようになった相談者が家庭内でのキーパーソンとなり、他の家族と本人との間で調整役を果たすことに 
  より、次第に家族全員の考え方にもゆとりが生まれた。
●家庭内でのゆとりのある雰囲気が安心感につながり、本人が新しい物事を受け入れられるようになると感じた。

支援経過

主
な
出
来
事

相
談
者（
母
）の
思
い

相
談
者（
母
）へ
の

本
人
の
発
言

就労相談での行き詰まり

本人が複数の就労支援機関で
相談するも、思いを伝えるのが
苦手で就職にもつながらず。やが
て相談にも行かなくなった。

本人は、独立したきょう
だいから「どこかにつ
ながってないと！あき
らめたらダメ！」と言わ
れていた。
母も本人の将来の選
択肢について、きょう
だいからたくさん提案
されていた。

社会への一歩

就職活動からアルバイト
の研修を始める。
アルバイトを開始。

きょうだいと定期的
に会い、お互いの話
をするようになった。

関わりを求めない

よりそい・つなぐ相談窓口
での相談に同行するよう
提案するが、本人が断る。

変化のきっかけ

数年ぶりに本人が遠出。城巡
りをする。その後、自分の部屋
を大掃除。家の掃除を手伝う。

本人の変化

本人が、趣味の料理を再開。自宅で
家族の仕事も手伝うように。その頃
から本人が変わり始め、仕事の関係
者からも直接頼りにされるように
なった。関連資格も取得。

先回り・焦り・不安

励ましがつらい 家族からも距離をとる 本人の気持ちがやわらぐ

家族面談の中で、気持ち
を徐々に解きほぐしても
らったと思う。
はじめて人前で泣き、泣い
たことで何かが外れた。

家族教室でたくさんの人と話
し、聞くことを通して、「うちだ
けじゃない、これでいい！」と
いう気持ちになれた。
散歩中は、周囲の季節の草花
やまちの変化を話題にした。

関わり方を工夫する気持ちの変化

本人と共通の趣味である料理
を家族も楽しみながら、「本人
と一緒にできることからやって
みよう」と考えるようになった。

自分たちの思いや、親と
しての本心など、個人的
な話を支援者にたくさん
聞いてもらった。

今もまだ試行錯誤。
気持ちは揺れている。
すぐにでも将来のことを
聞きたいモヤモヤもある
が、こらえている。
なんとなく方向性は見え
てきている。
息子本人が動き出すのを
待とうと思える。

一生懸命取り組む様子に、周り
から「すごい！」と言われるよう
になり、本人は嬉しそうだった。

父親の育てた野菜を上手に使い、晩
ご飯は本人が作る。「これおいしい！」
と言うと本人は満足そう。家族間で、
なんでもない会話が増えた。

お母さんは干渉しす
ぎ。しんどいことば
かり言わんといて。

嫌なこと、しんどいこと
といった自分の気持ち
にフタをして、見ないよ
うにしてきた。

あきらめ

本人が何度も「もういい」と言い、
就職活動自体をあきらめかけていた。

今の自分を否定されてる
気持ちになる。

飼い犬の散歩へ一緒に出かける。なん
でもない会話から、つい、将来の希望
を尋ねてしまい、本人が強く反発した。

それが、すごいプレッシャーやねん！

1年4ヶ月支援開始支援開始前 3ヶ月 現在（2年）

よりそい・つなぐ相談窓口での　　相談 よりそい支援員による支援

就労準備支援 京都府ひきこもりを支える家族教室　　への参加

家族（母）の思い
事例 概 要

インタビューを受けた感想（相談者：母）

支援者にもはじめは自分の
気持ちをガードしていた。

「こうしたら？」と、本人に言っ
てしまいたいのを、ぐっと我慢
した。

相談することで、自分の考えがまとめられた。
面談の時からの思いだが、「自分はまちがってなかった」との安心感と自信をもらうことができて、
支えられている実感があって良かったと感じている。

お互いに認め合う

「親はいい恰好、元気に見せ
ないといけない」と思い、
本心で話せていなかった。

本人の先回りをして「こうし
たらいい」と言っていた。

自分の考えを本人に押しつ
け「早く働かないとだめ！」
と、すごく焦っていた。

困りごとというより、四六時中、
本人のことが胸の中にある。

じわじわと薄皮を剥がすよう
に変化していったと思う。

誰が作ってる
と思ってるの～
(笑)
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今の職場の人は
皆優しい。
今の仕事は
続けたい。

これからのこととか、
自分でどうしたらいい
のかわからなかった。

自分のことは
自分で
しなければ
と考えていた。

本当に頼っていい
か迷っていた。
頼っていいんや、
とふっ切れた

何か恩返ししたい。

のではと考えた。

支援員との会話で
得たことで、自立した
生活に変わって
きている。

何もしてない状況をあかん
と思ったのがきっかけで
参加を決めた。

色々経験したが気持ちは
変わらない。恐怖はあるけど、 頑張ったことを

頑張ったと思えた。
自分の思いを確認できた。

支援員にどう
接していいのか
わからなかった。

支援員と散歩をしながら
趣味の話ができ、
この時間があったから
心の準備ができた。

友人から言われた
言葉が嬉しかった。
引っ越したら、
花を育ててみたい。

私ので良ければ
参考にして
ください。

何とかしたいと
思った。コロナで人通り
が少なかったことで
外出しやすくなった。

今の目標は親が亡くなるま
ではとりあえず働くこと。
その先のことはわからない。

少しは人間らしく
なったかと思う。
普通に近づいたかな。

（外出が）ただただめん
どくさかった。ちゃんとし
なあかんという思いも
あった。

挫折してもここまでやって
いる人がいるんだと思った。
やってみようと思った。

今年中には
就職できるよう、自分で
追い込みたい。

しっかりと昔を振り返れた
部分がある。言葉に出す
と違うなって思った。

約束したし
できる限りやろう
と思った。

周りの人に助けても
らったのが良かったと
思う。その時々変化が
あった。

お金と治療が受けられ
安心感がある。前より社会
に出て人と話すように
なった。

振り返ってみて、

努力できるところは
努力した感じだった。

とりあえず
行ってみるか
という気持ちだった。

体験中はずっと
緊張していた。
不安もあった。

色々やってみた方がいいと
思うが、環境の変化が
苦手なため考えていない。

今までの振り返りになっ
て良かった。これから
先どうなるんやろと
いう不安もある。

親を安心させる
ために相談した。外に
出るのも億劫だった。

周囲に思ったことを
言いたい、と考え方を変え、
少しずつ表出できるように
なった。

何でも続けることが
大切。続けたら絶対
に大丈夫。

いろんな人の挫折体験
や失敗談、どうやって乗
り越えたかを聞いてい
きたい。

社会に出ていくために
も、まずは人と話す
練習がしたいと思った。

現状を変えたいと
思っていたため、積極的に
参加してみようと勢いづけ
て引き受けた。

いろんな所で
いろんな人に
関わりたいと
思っている。

今までの支援の
振り返りができた。
過ぎてしまえば早かった
ように感じる。

支援につながるまで、
長いとは感じなかった。
気長にお付き合いして
もらえて良かった。

チームとして
家族のように親身に
関わってもらえるのは
ありがたい。

支援員と話をする
ことで、私たち親も

改めて私たちの思いを
聴いてもらえる機会が
あって良かった。

どこへ相談していいか
わからなかったから
助かった。
安心につながった。

両親は本人に挨拶をする
ようになった。続けること
で変わるのかなと思った。

両親一緒の相談で心強い。
本人が自分の気持ちを言っ
てくれるようになったら。

日常一緒に生活している
と変化を感じないけど、

振り返ってみて変化
を感じた。

30年以上家族以外と
話をしていなかったので、
不安が大きかった。

何度も顔を合わせるこ
とでリラックスして
話ができるように
なった。

コロナ禍で通所回数が
減少したことで、気持ち
が後ろ向きになってし
まった。

親身に関わってく
れている姿を見ている
ので、安心して話せた。

とても寄り添って支援
してくれてる感が伝
わった。一生懸命さを
感じた。

支援者が一生懸命動い
てくれる姿を見て、
自分も変わりたいと
思った。

人との出会いや
つながりが
色々あると
人生が豊かになる。

自分の思いを整理する
ことができた。これからも

頑張っていこうと
思えた。

外に出たくない、
人に会いたくない、
という気持ちが強かった。

外に出ていた時と比べ
たら、自分では全然で
きていないと思う。

就労については
不安がいっぱい。
はじめは出ることから始め
たいという気持ちが強い。

当時を振り返ることが
難しかったが、少しずつ
思い出しながら話すこ
とができた。

支援員は
マメで優しかった。
相談しやすかった。

最初はボランティアをして
いたが、いつの間にか
仕事になっていた。
良かった。

（支援員に対して）
今のままで良い
と思う。

怪我のため出掛けるのも
億劫になっていた。
生きがいだった仕事を
休んでいた。

1人で出掛ける元気が
なかったから、一緒に
出掛けてもらって
良かった。

ゆっくりと考えられたこと
が良かった。
自分が力を出して
いかないといけない。

何をしたいのか、
考える力
になった。

若干面倒くさくなると
思ったような気がする。

（通所の）お世話になりた
くないけど、お世話に
ならなあかんと思う。

（以前より生活は良く
なっているか？）ふふっ
と笑い頷く。

ふふっ（笑い）。
特にない。

70代
本人

50代
本人

40代
本人

80代
本人

50代
本人

50代
本人

70代
本人

30代
本人

30代
本人

30代
本人

30代
本人

40代
本人

30代
本人

20代
本人

10代
本人

40代本人
の家族

話すことで支援員
の力になれる

勇気を出して
色々やりたい。

ダメもとで支援者を
頼って良かった。

精神的に楽になる。

現在の思い支援とつながった頃
の思い

インタビューを受けた
感  想

ターニングポイントの
頃の思い

1 3 42

現在の思い支援とつながった頃
の思い

インタビューを受けた
感  想

ターニングポイントの
頃の思い

1 3 42

本人 ・ 家族 の    思いの変化 

サポートして
もらえて良かった。

20代本人
の家族

2019



安心できたきっかけは
いろいろ

● 人との関わり

●就労

●体調の安定

●支援

●気持ちの

    ゆとり

●プレッシャー

●決意

●親の後
押し

●相談
先

●コロナ禍

家族は本人に自分の考えを押し付け、
早く働かないとだめだと焦っていた

●病気

●ブランク

●経験不足

●迷い

●家族関係

●体調不良

●気持ち

●家族状況

●年齢

●けが

心強かった

●複合課
題

●人と話す

●心配事

●相談先

●寄り添い

●楽しみ

●つながり

●継続的な関わり

●訪問

●同行

●見守り

●相談できる

●趣味

生活全般について
相談でき、心強い存在

他の職員も立場を超えた
つながりを生んでくれ、
一生懸命さを感じた

ずれた発言を、否定する
ことなく、スーッと
気持ちよく直してくれる

とても寄り添って
支援してくれている感が伝わった

僅かなことでも、
心を込めて
してくれるんやと
真心を感じた

こんなことまで？と
あきれる思い半分、
真心を感じる半分だった

訪ねて来て、同行しますと
言ってくれて助かった

はじめて会った感じが
しないくらい話しやすく、
話を引き出してくれた。
だから今も相談が
継続できている

楽な気持ちで
すんなり入れた

ずっと誰にも助けてと
言えなかった。
やっと親以外の人に
助けてと言えるように
なった

ほぼ毎日自宅を
訪問してくれて、
こんな人もいるんだなと
イメージが変わった

行ってみたらそれほど
大変じゃなかった

相談先があることが
安心につながった

面談終わりにどこに
寄り道して帰ろうかを
考えるのも楽しかった

最初から特に
しんどいと
思わなかった

楽しいことに参加するついでに
面談をお願いするようになった

はじめは外へ出るのも億劫で
自宅訪問を希望

マメで優しかった

精神的に参っていて、これからの
こととか、自分でどうしたらいいのか
分からなかった

終わったら楽しみが
待っていると
思うようになった

継続して気長に
お付き合いして
もらえて良かった

どうしていこうかな、
どんな話をしようかなと
思っていた

自分のことが言えなくて、
家族以外、誰に対しても
どう話していいかわからなかった

はじめてじゃない感じで良かった

相談しやすかった

受診先で相談し、色々調べてもらった

自分の事は自分で
しなければと考えていた

始まった時、自分の中で
何かが切り替わった

できたらすぐに
仕事がしたい自分の意志で行動を

とれた第一歩

前向きに人とつながりたい気持ち

自分の中で、進展する
かなと期待があった

年も年だったから、自分でも
変わらなあかんと思っていた

コロナで人通りが
少なかったことで
外出しやすくなった

別の相談先で上手くいかず
諦めかけていたが、
家族の手前、相談につながった

本人もモヤモヤして
いたのかなと感じた

予定がない毎日を
過ごしていた。
骨折したせいで
出掛けるのも
億劫になっていた

自分ばかりこんな
病気になって
三重苦だと
落ち込んでいた

外に出たくない、
人に会いたくないという
気持ちが強かった

30年以上家族以外と
話していなかったため
不安が大きかった

できない自分が悪いが、
うるさいなと思っていた

色々な支援を渡り歩く度に
期待は薄れていった

どこまで生活に踏み込まれるのか
気にはなった

はじめの頃は元気に
見せないといけないと、
自分の気持ちを隠し、
本心で話せていなかった

ただただ面倒くさかった。しかし
ちゃんとしなあかんという思いもあった年齢的に早くせな

間に合わへんなと
思っていた

母の声かけにプレッシャーを感じ、
辛い思いを抱え反発していた

親が仕事をクビになったこと、
兄弟が帰ってくることが
重なり、何とかしないとと
思った

課題が複数
ある中で何から
取り組めばよいか
混乱していた

約束したしできる限り
やろうと思った

社会に出ていくためにも、
まずは人と話す練習が
したいと思った

病気の診断が
つかず、迷子の
状態という気持ち

親を大人しくさせる
（良く言えば安心させる）ため

身体が動くようになって、
思い切って電話した。
勇気が必要だった

家族のことはあまり
受け入れられなかった

期待感

周りの後押し

前向き

不   安

プレッシャー

人との関わり

気分の
落ち込み

相談
しやすい

外出の
楽しみ

変わりたい

話しやすい

助かった

安　心

つながり

心のゆとり

信頼関係

親のため

乗り気ではなかったが、とりあえず行ってみるか
という気持ちだった

恐怖や心配もあったが、
一歩踏み出せた

最初に親が相談し、予め
聞いていたので、そこまで
緊張はなく来やすかった

体調が
心配だった

何とか
しないと

何を
されるん
だろう

周りの変化

支援者は
どんな人
だろう

どうしたら
よいか
わからない

担当者が
同性になったので
話しやすく感じた

もっと事務的な
人が多いと思った

印象が悪かったら、
きっと来なくなってた
と思う

気持ち良い方だな
と思った

将　来

定期的な面談を
持つことができ、
安心につながった

どこに相談していいか
わからなかったから
助かった

会うたびに
緊張して
冷や汗を
かいていた

緊　張

本人・家族の思いマップ

1 21
支援とつながった頃の思い ターニングポイント

の頃の思い 現在の思い インタビューを
受けた感想

3 4

心配事が多い中、
相談先があることで
心にゆとりを持てる
ようになった

人と関わるのに具体的に
どんな場がいいかは
決まっていなかった

人との関わり
どう接していいのか
わからなかった
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変わって
きたなぁ

認めて
もらえた

ひとり
じゃない

助けて
もらった

やってみた

やってみよう

●具体的な提案

●生活環境

●同行

●信頼関係

●見守り

●周りの理解

●スモールステップ

●経済的安定

●生活リズ
ム

●人を頼る

●時間の共有

●よりみち

●人との
関わり

●経験

●自信

●得意

●家族教室

●振り返り

●面談

●辛い経験

●人への関心
●人との関わり

●居場所

●声かけ
●役割

●支援者の姿

●就労

●体験

何もしていない状況を
あかんと思ったのが
きっかけで、参加を決めた

万が一の時、親戚に
迷惑が少なくて済むため
転居を決心した

何かできることを一生懸命に
取り組もうと思えた

このままどんどん
変化してくれたら

自分も変わりたいと思った

この状態を何とかしなきゃ
との気持ちが強まった

支援がいつまでも続くとは
思わず、自分自身で生きていく
方法を考えていきたい

生活リズムが変わった

寄り道して帰るのも
楽しみの1つだった

部屋の整理で、理想とする生活環境に
少しずつ近づくことができ、達成感を抱けた

やるべきことだった。
外出の機会になった

人に喜んでもらって嬉しい

うちだけじゃない、
間違っていない、
これでいい、という
気持ちになれた

人っていいな、人と関わることで
生きてるって感じがした

思ったことを少しずつ
表出できるようになった

1人で出掛ける元気がなかったから、
一緒に出掛けてもらって良かった

人と話したい。でも
自分から話すことが
できない

部活の溜まり場
みたいなイメージ。
できればずっと
行きたい

とりあえずやって
みようと思った

なりたい自分や
理想はない

殻に閉じ
こもっていた 本当に頼って

いいかどうか
迷っていた

自分では全然
できていないと思う

変わったとは
思わない

人様に見せられる
状態じゃなかった

支援員が一緒にいて、
はじめて安心する

支援員がついてきて
くれたのが良かった

色々なことを教えて
もらったり、困りごとを
聞いてもらえた

何度も顔を合わせる
ことでリラックスして
話せるようになった

最初はボランティアを
していたが、いつの間にか
仕事になっていた

支援員の話すことが、
客観的で偏りがないと感じた。
だからこの人の言うことは
聞けると思った

周りの人に助けて
もらったのが
良かったと思う。
その時々変化が
あった

体験前夜には次の日に
何をするのかわからない
不安があった

朝起きれるのか
という不安も
あった

ダメ元で支援員と
担当者に頼って
良かった

続けることで変わるのかな

女性なのに…という気持ちが
いつもあって、恥ずかしかった

一緒に！

ほぐれる

つながり

ありがとう

役　割

出　番

安心感

本　音

ちゃんとせな！！

行　 動

気持ち

気持ち

目　標

達成感

徐々に解きほぐされ、はじめて
人前で泣き、何かが外れて、
本心で話せるようになった

現状を変えたいと
勢いづけて
引き受けた

まずは“そういう場に行けた”
というのがある

心にあること、本音、
言いたいことを
口に出せるようになった

当日は緊張したが
楽しめた

頼ってもいいんやと吹っ切れた。
そこから相談することができた

支援員から「あなたの言葉で救われた」と
言われたことが心に残っている。今まで
そんなこと言われた事が無かったから

気楽になれた。
安心して生活が
送れるようになった

徐々に喋れるように
なった。いいリハビリ
になった

支援員と散歩をしながら
趣味の話ができた。
この時間があったから
心の準備ができた

体験という言葉がついている
ので安心して取り組めた

本人・家族の思いマップ

2 2
ターニングポイントの頃の思い 現在の思い インタビューを

受けた感想

3 41
支援とつながった
頃の思い

行きやすいとこで、
行ってみようと思った。
自分が行けそうなものは
行こうと思った

運動しないと病気になると思っている

ものすごく褒めて
くれて頑張れた

自分にもできる
仕事があると
いうのがわかった

●変化

●生活環境

●経済状況

●障害

●支援

●将来

●支援終了

●サービス

時間をかけるとタイミングを
逃して元の生活に戻って
しまう不安があった

挫折してもここまで
やっている人が
いるんだと思った

大変と言えば
大変だった。
今までやって
いないことを
経験できた

どこから手を付けたら
良いかわからなくて、
ほったらかしになった

チームとして
家族のように
親身に関わって
もらえるのは
ありがたい

支援員が
一緒に考えて
くれることで
安心感を抱いた

安心した
生活

外出しやすく
なった

ほめられた 救われたうれし
かった

声をかけて
もらった

ありがとう
と言われた

できる

やりたいけど
できない

不　安

後　悔

迷　い

希望が
持てない

もっと早く若い時に
自立していたら良かった

体験中はずっと緊張していた

障害のせいにして
いいのか、甘えて
いいのかと思った

支援してもらえた
ことで、踏ん張る
ことができた

元気をなくしては
いけないし、
グズグズしては
いけない

民生委員さんから
「あなたは遠慮しい
やから、自分で
気づかないところを
助けてもらったら？」と
言ってもらった

●困りごと

●孤立

●様々な参加

●体験

●ボランテ
ィア

●安心感

●居場所

●本人交流
会

●人との関わり

●声かけ

人と関わることや話すことは
思っていたよりきつくない。
１人でいた時より外に出たほうが楽

感情が
出せる

人って
いいな

掃除では
わかりやすく
達成感を感じた

周りに評価される嬉しさを
感じて変わっていった

「すごい」と言葉を
かけられて、
「私ってすごいんだ」と
肯定感を感じていった

自分がちゃんと
せなあかんと
思うようになった
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この人なら
安心

前より少し
変わってる
かも！

もっと
成長
したい

家族の
思い

私たちからの
メッセージ

●あんしん支
援員

●外出

●安心できる場

●よりそい支援員

●相談できる

●話せる

●寄り添う

●同行

帽子やフードを被って周りの視線を遮ってでも
外に出る理由を探すのが大事。
そうじゃないと気分が沈んだままになってしまう

折角、築き上げた
関係であるので、
担当が変わって
欲しくない

今も昔のように楽しい状態
のまま死にたいみたいな
考えは根底にある

通所の間も家庭のこと
を考えてしまう

まだ元気があった
のでできていた。
今は全くない

支援員に何か恩返し
したいと思っていた

現在も試行錯誤で
気持ちは揺れている

辛いし、不安やし、
死にたいって
思うこともある

普通の人生、生活を
送りたかった。でも
結婚とかもう無理だし

相談してから色々経験したが、
気持ちは変わらない

自分がやれることはあまりない
ため、今以上就業時間を増やし
たいとは思わない

本人が支援員に
心を開いて会える
ようになってほしい

自分の気持ちを
言ってくれるように
なったらいいな

今すぐではないが、
仕事をして欲しい
気持ちはある

人と話す時間が多い
ほど、自分が見えて
くるので、自分を知る
ために人に会いたい

両親一緒の相談で、心強い。
後から話もできる

家族以外の知人と
一緒に時間を
過ごせるようになった

他の人も頑張っているんだな、
自分も頑張らなあかんなという
気持ちになった

挨拶の仕方に悩んだり、
知識が足りていないと
感じている。今よりできる
ようになりたい

私たち親も
精神的に楽になる

1人で家に居ても感情に変化が
無いが、人と会うことで変化がある。
上にも下にも変化するけど、
１人では体験できない大切なこと

人と関わっていくには
人を理解していかないと
と思うようになった

ちょこちょこ会うようになったら
色々相談できたりするところが
親戚っぽい

安心感

後押し

希　望

つながり

経     験
生     活

アドバイス

期待している

安心している

見守りたい

力になりたい

話すことで、自分の
中の考え方の偏りに
気づくことがある

わからないことは
事務所の人に質問
できている。今後も
何かあれば相談
できると思う

世の中の平均を
教えてもらっている

ミスが続き一度は
心が折れかけたが、
上司に相談して
今の部署に移って
からは頑張れている。
このまま続けたい

体験があったから
明るくなれた

本人・家族の思いマップ

3 インタビューを
受けた感想

3 4

これまで自分が受けてきた
支援の中で感じた、支援員
の熱意やアイデア、機転を
広めてもらいたい

担当者が
変わってしまう
ことが不安

生活が続けて
いけるように努力する

映画に1人で
行ってみたい

今後も試験に
挑戦したり、
何かを始めたい

人との関わり

頑張りたい

楽しみたい

子どもとの
関わりが面白い

今の感じで
続けたい。
頑張りたい

必要なサービスを
受けたり、部屋の
整理を終えたい

本人に聞きたいモヤモヤを
我慢しながら、本人から
動き出すのを待っていよう
と思える

1人暮らししたい

通所を面倒だと感じる

恐怖はあるけど、
勇気を出して色々やりたい

●支援終結

●家族関係

●周りの変化

●迷い

●家族の死
●障害

●病気

就きたい職種の
イメージはなく
漠然としている。
やることが決まって
いる単純作業を
してみたい

以前は心と体がバラバラな
感じで動きたいと思っても
動けなかった。心と体が
近づいてきた

自分自身ができること、
できないことを考える
ようになった

幸福度は今でも
0%から80％
くらいで波がある

しょっちゅう口喧嘩するけど、
両親は自分にとって大切な
存在でリスペクトしてるし
感謝している

今の仕事は
続けたい

いろんな所で
いろんな人に
関わりたい

やって本当に
良かった

やるうちに作業に
段々慣れていった

前より安心感が
あっていいボランティアとして

参加するのもあり
かもしれない

とりあえずやってみよう、
という気持ちで引き受けた

●家族

●人との
　出会い

●相談

●役割

●目標

●責任感

●社協イベント

●本人交流会

●相談

●自信

●趣味

●居場所

●ボランティア

●周りの
支え

●チャレンジ就労体験

現在の思い
2
ターニングポイント
の頃の思い

全部助かった。１人では
時間がかかること

服とか身の
回りの物を
揃えていきたい

人との出会い
つながりが色々
あると人生が
豊かになる

●人との交
流

●支援終結に向けて

●資格取得

●買物

●通院

●生活環境
●家計の安定

●勇気●コミュニケーション

●サービス利用

誰かと食事やお茶を
することも、もう少し
後でやってみたい
気持ちはある

まだ不安

まだ悩み
あるよ

病気の診断が
つかず、迷子の
状態

今の目標は親が
亡くなるまでに
とりあえず働くこと。
その先のことは
わからない

希望が
持てない

支援者が
変わる

将     来

揺れている ●試行錯誤

●相談でき
る

何でも相談できる人が
身近にいるので安心です

将来、実際は難しい
と思うが博物館の
職員、図書館司書に
なれれば良いなと思う

自分を助けてくれる人
後押ししてくれる人

色 思々うところはあるが、
兄弟の気持ちもわかる
よなーと思えるように
なった

（以前より良くなったか？）
「ふふっ」と笑い頷く

不安がいっぱい。
続けられるか心配。
稼いで何か買いたい
などの動機はない

色々やってみた方がいいと
思うが、環境の変化が苦手な
ため他の職場で正社員になる
というのも考えていない

自分が「いい事例」
だと思える

支援員の力になれる
のではと考えた

何でも続けることが大切。
面談も続けた方がいい。
続けたら絶対に大丈夫

1
支援とつながった
頃の思い

自分の引き出しを増やして
おき、本人に求められた時に
出せる準備をしておきたい

コロナで回数が減少したことで
気持ちが後ろ向きになってしまった。
通所の意味を見失っている
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現在の思い

振り返れて
よかった！

受けとめて
くれた

よかったと
思えた

生活が
変わった

あっという
間だった

家族の思い

役立ちたい

支援員と協力して、
本人の生活が少しでも
楽になるように本人に
関わっていきたい

これからもいろんな人の
話を聞きたい

扉が開いた

世界が広がった

いろんな人の挫折体験や
失敗談、どうやって
乗り越えたかを聞いていきたい

１人だと変な方向に考えてしまう。
それは良くないことだと思う。
支援を受けて良かったと思う

自分が思う以上に、
問題解決に向けて
前向きに取り組めて
いたと思う

こういう場があり、
本人が変わって
きたなと感じる

支えられていると実感した

これまでの自分自身の生活などを
振り返る機会がなかったため、
良い機会であると感じた

支援員は何度も来て
くれるため話しやすい

支えられた実感

安心して話せた

改めて振り返ると色々な
課題、たくさんの事を
やってきたんだなと思った

振り返りをすることで、
体験をして本当に
良かったと思えた

改めて私たちの思いを聞いて
もらえる機会があって良かった

何をしたいのか、
考える力になった

振り返りが
できて良かった

考えがまとめられた

普段から話を聞いて
もらっているけど、
話を聞いてもらって
嬉しかった

本人・家族の思いマップ

4 インタビューを受けた感想
3 4

記憶がおぼろげな所
もあるが、3年があっと
いう間だと感じた

いろんなことがあって
長く感じた。記憶に
残る１年だった

色々なことをしたが、
過ぎてしまえば
早かったように感じる

外出同行も出かける
きっかけになった

今後もボランティアを
続けていきたい

頑張ったことを
頑張ったと思えた

勇気を出して
ここに来て
良かったって思う

私ので良ければ
参考にしてください

頑張った

支えられた
前向き

これからも頑張って
いこうと思えた

今までは総菜購入だけで
生活してたけれど、家で
焼き肉や目玉焼きを作れる
ようになった

家の人ではできないことだと思った

支援員は親に言っていない
ことも全部言える人だった。
さらけ出していいと思える人
だったので、ここまで来ること
ができたのかも

インタビュアーに
インタビューすることも
できたのが楽しかった

直接の担当では
なかったが、親身に
関わってくれている姿を
見ているので安心して
話せた

今までの支援の
振り返りになって
良かった

不安･
淋しさを
感じる

自分の思いを
確認できた

自分の思いを整理
することができた

こんなに楽しいおしゃべりを
させてもらって、
何でも受けとめてくれて…

自分は間違ってなかったとの
安心感と自信を貰うことができ、
支えられてる実感があって良かった

自分の体験について、
ぜひ他の人にも
伝えてもらいたい

体験があったことで、就職活動
への自信にもつながった

支援員との会話の中で得た
アイデアがたくさん、自分の
生活に影響しているなと感じた

支援員との関わりを
通して、考え方や視野を
広げることができ、前に
進む活力が生まれた

インタビューを通して
今までの支援の
振り返りができた

当時を振り返ることが難しかったが、
少しずつ、話をしながら思い出し
ながら話すことができた

知っている人と話をする
のは負担に感じないが、
知らない人と関わるのは
身構えてしまう

努力できるところは
努力した感じだった

考えを
まとめられた

自信に
つながった

変化を
感じられた

考える力に
なった たくさんのことを

やってきた

日常一緒に生活していると
変化を感じないけど、振り返り
をしてみて変化を感じた。
こういう機会があるのはいい

支援が終わることに
淋しさを感じる

またひきこもり状態に戻って
しまうんじゃないかという
不安もあるが、何とかやって
いけるんじゃないかなと思う

これから先どうなるんやろ、
という不安もある

ひきこもりの頃は起きる時間も
遅かったが、今は決まった時間に
朝起きられていて良かったなと思う

少しは人間らしく
なったかと思う。
普通に近づいたかな

しっかり振り返れた
部分がある。
言葉に出すと違うなっ
て思った

自立した生活に
変わってきている
と感じる

2
ターニングポイント
の頃の思い

1
支援とつながった
頃の思い

2827



　私たちは、今後も、ご本人やご家族が自らの言葉で思いを語り、支援者がしっかり聴く“振り返り”を
丁寧に行いながら、ご本人とご家族に寄り添った支援をしていきたいと思います。
　この冊子をまとめるにあたり、インタビューにご協力いただきました22名のご本人やご家族の皆さまと、
この企画に対し、ご指導、ご助言をいただきました大谷大学教授の志藤修史様に深く感謝を申し上げます。

「そんな風に思っていたのか」と感じ
たり、支援員が予想していた反応と
全く違った反応が返ってきたりと、
驚きの連続だった。

本人の強みもわかり、
今後の支援を組み立てるヒントに
なる良い機会となった。

本人の言葉でしっかり聴くこと、
振り返りを今後も続けていくこと
の大切さを感じた。

改めてしっかり聴かないと言語化
されない、普段の面談の中では聴け
ない思いを聴ける手ごたえを感じた。

活動範囲が広がり、いろんな場所
で活動するなかで、実際どう感じ
ていたのか知る事ができた。

支援終結前に今までの支援を一緒に
振り返ることができて良かった。

今までその時々で感想や思いを聴
いてきたが、振り返ったからこそ
聴けたことも多かったと感じた。

本人の心を開くために必要な
アプローチやタイミングを振り
返ることができた。

思いを語ることが少ない方であった
ため、支援も模索しながら行っていた
が、支援してきたことが本人の安心
感につながっていたとわかり、ホッ
とした。

今までは聴くことがなかった
本人の声を聴くことができた。
心の声を聴けたように思う。

普段の面談では話さないような
話をしてくれた。

その時々の場面で悩んでいた本人も
｢あの時は大変だった～｣など
表情が綻ぶときもあり、今の自分に
至るポイントを肯定的に捉えている
と感じた。

きちんと自身を振り返り言語化できる
という本人の強みを発見できた。

些細な関わりの積み重ねが、本人
やその生活環境の変化につながると
感じた。

質問に対し本人からの発言を得る
のが難しかったが、頷き反応する
本人の表情は明るく笑顔も
見られ、少しずつ変化してきたこ
とを自身で十分実感されているよ
うに感じた。

「まずははじめてみよう」という
本人の気持ちを支援の中で
大きく引き出せたことが、次の
一歩につながっていた。

時間をかけ様々な経験を重ねること
で、自分の力で自信を回復された
ように思う。

現在の思いを話す本人の表情は、
支援開始当初とは別人の精悍な
顔つきになったと改めて感じた。

「現在、ひきこもっている人への言
葉」もさすがに当事者からの意見と
いうこともあり、説得力があった。

当初より自信がついていることを
改めて感じた。

以前よりもしっかりと相手を見て
堂々と話す姿が印象的で、支援者
と共に様々な交流や役割を経験して
きたことが、自信につながっているよう
に感じた。

家族もありのままの自分を
認め、自己肯定感を高められた
ことが、本人との関係を変え、結果
的に本人が安心して動くことにつな
がったと感じた。

本人の挙げたターニングポイントは、
支援初期の何でもない1日のことであ
り、支援者の想定と全く違った。

「いつのまにか」という発言が
印象的だった。

1つのチームとして両親と協力したい
という支援員の思いが伝わっている
こと、本人への支援について同じ方
向を向いていることを今回のインタ
ビューで確認でき、今後の支援の
自信につながった。

何度も足を運ぶことで本音を話せ
る環境が作れることを実感した。

本人には会えておらず家族面談を続
けてきたケースだが、振り返りをして
みると面談で話してきたことで
間接的に本人の変化に関わ
ることができていたと感じること
ができた。

支援開始当初は目も合わず手も震
えていたが、今ではしっかりと目を合
わせ会話もできている。経験を重ね
自信を取り戻した姿を見て、
嬉しく思った。

本人がしばらく考えた後、自分の考
えをしっかり言葉で伝えられ感銘を
受けた。

支援員が関わる以前から世帯を見
守ってきた皆さんから
心強いバトンを受け取っていた
ことを感じることができた。

本人の思いを聴き、支援者もエンパ
ワーメントされた。本人に寄り添った
支援の有効性が本人から直接聴けた。

本人にこれだけ話してもらえる信頼
関係が作れたことを改めて実感した。

最初の取り組みが、現在に至るまで
本人のとても大きな自信になっ
ているとの思いが聴けてよかった。

これまでの支援等での本人への影響
等を知ることができ、支援のやり
がいを感じた。

本人が様々な経験を重ねるなかで、
自分のことを認められるようになっ
てきていると思っていたが、実際は
まだまだだった。
自己肯定感を高める支援を
考えていきたいと思った。

世帯の生活の中の変化を
共に気づき、共に喜ぶ支援をこれ
からも継続していきたいと感じた。

誰かの役に立ちたいという思いは
共通していると感じ、本人のやりたい
気持ちを何かにつなげたいと
思った。

ターニングポイントの頃の気持ちの
変化は、なかなか振り返り聴くこと
は難しいので、支援の中で、都度聴
き取りをしていくことが大切である
と思う。

今後も安心していろんな活動の場で
本人が活躍できるようサポート
していきたい。

支援者の都合の押し付けではなく、
本人・家族が必要とした時にすぐに
フォローできるような、
つながり続ける支援ができれば
と思う。

自己肯定感を高めるような
参加支援を大切にしていきたい。

本人や家族の「次の人の役に立
ちたい」という思いをつなぎ、
次の方へのヒントにできたらと
思う。

支援の単なる振り返りとは異なって、
本人の気持ちをしっかりとら
える取り組みを、社協の本人の
思いに寄り添う支援の中に取り入
れたい。

本人・家族のもつたくさんの思いに、
支援者だけでなく、本人・家族
とつながる多くの人にふれても
らいたい。

支援者の気づき

力づけられた

今後への思い

振り返りが大切

インタビューを    終えて ～支援者の思い～
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